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科学省が旗を振って盛んにグローバル化をうたってお

りますが、当時は、今ほどには日本全体でグローバル

化がうたわれていませんでした。本格的に学生を海外

に送り出して、日本国籍ではない海外の教授陣に教え

てもらうというところまで踏み込むには、まだごく部

分的な活動であり、全学的・全国的には広がっていま

 4 学期制導入の目的と目標
 4 学期制導入の目的と目標については、 4 つに分け

て考えております。

第一に「在学生のサマースクールへの短期留学」に

ついてです。何人かの学生から、「大学 1 年の夏や、 1 年

から 2 年になる間の春休みに、あるいは 2 年目の夏に、

短期留学で 3 ～ 6 週間英語の研修に行ってきました。

次は専門科目を取りたいと思ってアメリカやイギリス

の大学のサマースクールを調べてみたところ、海外の

授業は 6 月から開始、対して早稲田の授業は 7 月末ま

で継続するので、時期が合わなくて海外に出ることが

できません。せっかく英語の勉強をしているのに、専

門科目を英語で勉強したくても全然できないんです。

この状況を何とかしてください」と言われたのが最初

のきっかけでした。2003年、2004年ぐらいから、学生

たちからそのような声を聞いていました。今は、文部

■　第21回教育改革シンポジウム

早稲田大学における 4 学期制（Quarter制）導入の
背景と目的

田　中　愛　治
早稲田大学理事（教務担当）

政治経済学術院教授

TANAKA Aiji

ただいまご紹介にあずかりました早稲田大学の田中でございます。

本日はお忙しいところをお集まりいただきまして、まことにありがとうございます。また、西澤学長にはご丁寧

なお話をいただき、飯吉先生にもご丁寧に紹介していただきまして、まことにありがとうございます。

時間の関係もありますので、早速本題に入らせていただきます。最初に一言、お断り申し上げておきます。ご紹

介いただいたとおり、私の専門は政治学でございまして、教育学については素人でございます。しかしながら、大

学の運営に携わりながら教育の改革を進め、実践的に学んでまいりました。本日の話はある意味では素人の話だと

思いますが、早稲田大学がどのような苦労をしているかについてお話し申し上げて、少しでもお役に立てればと存

じております。

〔以下、映像による講演〕
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せんでした。私が教務部長になったのは、2006年11月

でした。そのときにも熱意のある学生の声を複数聞き

まして、何とかしたいと思ったのが最初の動機でした。

第二に、「海外の学生の早稲田のサマースクールへ

の参加」についてです。早稲田は海外に非常に多くの

協定校を持っていて、学間協定が460を超えています。

学部や研究科同士の協定を入れると700になり、相当

幅広く、また多様な交流をしています。中でも親しい

大学からは、早稲田でもサマースクールで集中講義

をやってくれないか、うちの大学から20人ほど送りこ

みたいのだけれども、というお話があります。サマー

スクールは、海外の学生の夏休みにあわせて、だいた

い 6 月から 7 月上旬に行われるものです。ところが、

そのころ早稲田では前期の授業を普通に行っています

ので、教室はほとんど満杯です。そこで、国際部で海

外からの学生を受け入れて、鴨川のセミナーハウスと

軽井沢のセミナーハウスにバスで連れていって、何と

か時間を都合してくれた先生たちが交代で英語で集中

講義をしていました。せっかく海外から学生が来て早

稲田で勉強しているのに、早稲田の日本人の学生が彼

らと机を並べて勉強する機会が全くない、隔離された

国際化なわけです。それでは仕方ないのではないか、

ということがございました。

第三に、「海外の教員が早稲田のサマースクールで

教える」についてです。早稲田では 8 月 2 日くらいま

で前期試験を行っていますので、サマースクールを始

めるとしたら 8 月 3 日くらいからになります。すると、

欧米の大学の先生方にとっては、「日本に行って教え

るのは 6 ・ 7 月で、 8 月は休暇ですよ、なのに暑い時期

の東京の 8 月にどうして行けるんですか」という感じ

のことになりまして、なかなか実現しにくいのです。

「 6 月ならば日本に行けるのに」というお話は何人も

の海外の先生から伺っているのですが。

最後に、「早稲田から留学した学生の復帰をスムー

ズにする」についてです。早稲田から留学した学生の

様相についても、だんだんといろいろなことがわかっ

てきました。北米や北京大学、シンガポールに留学

した学生の渡航は 9 月で、欧米のセメスター制です

と、 5 月には学期が終わります。アメリカのクォーター

制でも 6 月 7 日頃には終わります。すると、学生たち

が日本に帰ってくるのは、 6 月上旬か中旬ということ

になります。早稲田の秋学期の始まりは 9 月27日くら

いですので、その時期に戻ってきた学生は丸 3 か月間

ぶらぶらしている、世界旅行しているか、アルバイト

をしていて、時間が無駄になっています。この後オセ

アニアのオートラリア、ニュージーランドのこともお

話ししますが、いずれにしても同じような状況ですの

で、これを何とかしてあげたいと思っていました。日

本に帰ってきた学生たちは、授業に出たいんですと言

うのですが、大学には非常にかたい官僚的な壁があり

ますから、教職員としては、「あなたは今年度は留学

というステータスです、したがいまして早稲田大学の

授業は取れません」と学生に通知しなければなりませ

ん。継続して勉強したいと思う学生が帰ってきたとき、

もっと勉強できるチャンスを与えることはできないか

と考えたことも動機のひとつです。

アメリカの学期制と秋入学制
ここで、アメリカの 4 学期制・クォーター制につい

て説明いたします。

アメリカの大学で学んだことがある早稲田の同僚の

教授たちは、アメリカのクォーター制というものは私

が言っているのと違うということを盛んにおっしゃい

ます。アメリカの大学におけるクォーター制では、 1 年

を 4 つに分けています。アメリカの大学におけるセメ

スター制では、実は 1 年を 3 つに分けています。 9 月

に始まって12月に終わり、クリスマスの休みをとって

から、 1 月からスプリング・セメスターが始まるとい

うのがアメリカの大学であります。

では、クォーター制の場合はどうなっているかとい
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うと、 9 月から秋のクォーターが始まり、12月10日ぐ

らいには秋のクォーターが終わります。それから冬休

み、クリスマス休みを過ごして、 1 月 3 日ぐらいから

冬のクォーターが始まり、 3 月末か 4 月頭にスプリン

グ・クォーターが始まります。それが 6 月 7 日ぐらい

に終わります。そこからサマースクールに入るという

ことになります。これがアメリカのクォーター制です。

夏学期は 6 月半ばから 8 月半ばです。

セメスターの場合は、今申し上げたように、 1 月初

旬から 5 月中旬までの16週間と、試験週間があって、

サマースクールが 6 月初旬から 8 月中旬までありま

す。サマースクールの始まりの時期にはあまり違いは

ありません。セメスター制の大学でも、 6 月に入って

からサマースクールが始まるケースが多いと理解して

おります。

そうしますと、 6 月の 1 週の終わりぐらいのところ

で夏の学期に入れば、欧米のサマースクールに間に合

います。ここが 1 つのみそだろうと思いました。これ

を日本の学年度、 4 月から始まって 3 月に卒業する学

年度で考えるにはどうすればよいかということで、頭

をひねったわけです。

 2 年ほど前に、東京大学が、秋学期・秋入学につ

いて大々的におっしゃって、財界も一気にそれはよ

いとおっしゃったわけですけれども、実際には非常

に難しいです。この件について、文部科学省のお話

をかなり丁寧に聞きました。もし 9 月入学で、例え

ば 6 月・ 7 月卒業ということにすると、 3 月に高校を

卒業したあと 4 月から 7 月までのずれをどうするのか

が問題になります。 3 月に卒業して秋に入学すると、

その間半年空くわけですね。

東京大学は、ギャップ・タームというお考えをお

持ちでした。しかし、文部科学省からは、小学校に

至るまで全部秋入学にすることが可能かどうかについ

ては、できない理由が 2 つあると非公式に聞いていま

す。 1 つは、もし前倒しにすれば、 4 月に 6 歳で入学

してくる子どもたちを、その半年前の 9 月に入学させ

ることになります。するとどうなるかというと、 9 月

から入学した 1 年生と、その前の学年の 1 年生は、 9 月

から 3 月末までかぶるわけです。すると、教員がそ

の 1 学年だけ二重に必要になり、翌年は 2 年生のとこ

ろで半年二重に必要になって、 3 年目は 3 年生のとこ

ろで二重に必要になる、このための手当ては、全国の

小中高ではまずできないだろうということでした。な

らば半年遅らせて、 3 月に卒業して 9 月に入学という

ことにしますと、小学校の入学がある年だけ、前の年

は 4 月に入学した子の後は、翌年 9 月、 1 年半後に入っ

てくるわけです。つまり、 4 月から 8 月末までは授業

料が入らず、私立の小中高でつぶれるところが半分は

出てくる、その 6 カ月間の収入なしでは教員の給料を

全部賄うことは不可能であろうということでした。私

立の学校ではこのような状況がありますので、秋学期

制を日本全国に本当に導入するのは難しいのです。東

大の先生方は、「東大だけでやるから無理なのであっ

て、全国でやればできるんですよ」とおっしゃるので

すが、具体的に考えると、現実的には非常に難しいの

です。

秋入学制とアメリカ型 4 学期制の壁
そこで我々が前々からずっと考えておりましたの

は、今の日本のアカデミック・カレンダー、学年度に

従いながら、欧米とのインターフェースをつくること

でした。その第 1 歩として私が考えたのは、 4 月から

始まって 7 月末、もしくは 8 月 1 ・ 2 日ぐらいまでの

セメスター（15週）を全学で一貫して整備することで

した。早稲田では、2009年 4 月から、授業を必ず15回

確保するようにということで、15週間の授業と 1 週間

の期末試験、計16週間を確保しました。秋についても、

15週間の授業と 1 週間の期末試験、計16週間を確保し

ました。

欧米とのインターフェースの第 2 歩目としまして、

私が教務部長になって 3 年目に入るころにクォーター

制の検討を始めました。日本でクォーター制を実施す

る場合には、 1 学期を半分に分けられないかと思って

おりました。半分に分けるためには15週間では困るだ

ろう、16週間にして、 8 週間ずつに分けたいと思って

おりましたので、大学教育の質保証の15週間プラス期

末試験の 1 週間で 1 セメスターとも合致します。

先ほど秋学期だけでは解決できない問題と申し上げ

たのはこちらです。秋入学の欠点は、やはり、欧米の

サマースクールと合致しないことにあります。それを、
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早稲田型クォーター制（ 4 学期制）
早稲田型クォーター制の内容について紹介します。

従来のセメスターは、先に申し上げたように、 4 月

から始まって 8 月 2 日までと、 9 月26日から始まっ

て12月21日までです。2013年度のカレンダーでした

ら、12月21日で冬休みに入って、冬休みの後 1 月 6 日

から後期の学期が始まって 2 月 5 日までとなってい

ます。これに合わせてクォーターを区切ると、ちょ

うど 6 月 7 日で切れます。 6 月 8 日にまた始め

て 8 月 2 日に終わる、 9 月26日に始めて11月24日に終

わり、11月25日から始めて 2 月 5 日に終わるというこ

とになります。ここで 8 週ずつに区切ればちょうどう

まく切れて、都合よく収まります。先ほど申し上げた

ように、ちょうど 6 月 8 日あたりから、欧米のサマー

スクールに行くことができます。春の前半でクォー

ターが終わったあと、次のクォーターは早稲田での授

業を履修をせずに、海外に出て勉強ができます。特に

欧米やシンガポール、北京大学などには行きやすくな

ると思います。

秋学期の方についてです。ニュージーランドとオー

トラリアは、大体 2 月の初旬から新学年度が始まりま

して、終わるのが11月20日ぐらいです。ですから、サ

マースクールでも 1 年間留学した場合でも、夏休みは

オートラリアは11月下旬から始まるわけです。そうし

ますと、この 9 月26日から11月24日ぐらいまでで秋の

前半クォーターを終えた学生は、オセアニアの大学の

サマースクールに行こうと思えば後半のクォーターを

使って行けるということになります。

留学から帰ってきた学生のことも考えなければな

りません。欧米圏でしたら今は大体、 7 月の終わり

から 8 月ぐらいに海外に行って、ガイダンスを受け

て、 9 月から授業を受け始めるわけですが、大学によっ

ては 8 月29日や 9 月 1 日からセメスターが始まりま

す。クォーター制ですと 9 月27日頃から始まります。

いずれにしても、 9 月 1 日の前後から海外に行って、

約 9 カ月間勉強しますと、翌年の 5 月に終わることに

なります。 9 月にアメリカに行くとすると、クォー

ター制ならば第 3 クォーター、セメスター制ならば

第 2 セメスターが終わったのち、留学していた学生た

ちは 6 月の初旬には日本に帰ってくることになりま

欧米のサマースクールに合致させる、もしくは、 6 月

に卒業して、 6 月半ばから欧米の大学のサマースクー

ルに入って、 9 月から大学院に進学できるようにしよ

うとしても、秋学期をそのまま導入しただけではでき

ません。考えなければならないことがいくつもあると

思っていました。それから、日本では、特に私立大学

の場合、 2 月入試が非常に重要です。したがって、入

試期間をまたいで冬学期を置くことは現実問題として

はできないと考えております。早稲田だけではありま

せん。関西でいえば関関同立のような大規模私立大学

におかれては、冬の 1 週間もしくは 2 週間にわたる入

試期間が非常に重要です。早稲田大学では 2 週間弱、

ほぼ丸々 2 週間使って、13学部が毎日、日付を変えて

入試を行っておりまして、トータルで約10万人が受験

しております。私立大学としては、この受験料収入も

かなり重要だと思います。

後でお時間があればお話ししますが、いずれは一

般入試という形態の入試から卒業するときが来るだろ

うと思います。偏差値といいますか、受験学力だけで

優秀な学生を選ぶ方法は、もう限界に来ています。本

当にグローバルな人材を選ぶためには、何か違う選抜

方法が必要であることはわかっておりますが、直ち

に今の受験をやめるのは非常に危険性があると思って

おります。徐々に今の形態から抜けていこうとします

と、 2 月の入試期間はある程度尊重すると考えて、 2 月

10日ぐらいから 3 月末までは学生にとっては春休みと

し、大学にとっては入試期間かつ、新学期の準備をす

る期間にあてるということになります。
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早稲田大学 4 学期制導入の経緯・目的
クォーター制を導入するにあたりまして、2008年10

月に、アカデミック・カレンダー検討委員会を立ち上

げました。私が教務部長でその座長を務めて、各学部

の先生方に来ていただいて、実務方に徹底的に世界中

のカレンダーを調べてもらいました。そして、早稲田

型クォーター制であれば、韓国も欧米も、ほかのアジ

アの国々、またオセアニアも対応できるということが

す。それらの学生にとっては、大学が何も対応しなけ

れば 9 月末までの約 3 カ月以上の間が宙ぶらりんに

なってしまうわけです。

オーストラリアに行くとすると、 1 月の末、学期の

終わりまでかかるなら 2 月 5 日ぐらいには行くこと

になります。すると、留学した学生たちが帰ってく

るのは翌年の11月20日ぐらいになって、11月下旬か

ら 4 月 5 日まで、彼らは授業を受けることができない

わけです。約 4 カ月以上あいてしまいます。

しかし、早稲田型クォーター制にしますと、オセア

ニアに行った学生が11月半ばに帰ってきたとき、冬の

クォーターに間に合って、続けて勉強することができ

ると考えています。欧米に行った学生にもオセアニア

に行った学生にも対応できます。韓国の場合は 3 月か

ら新学期が始まりますので、ほとんど問題なく日本と

のインターフェースがとれています。
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わかりまして、これがよろしいと思いました。2008年

秋に立ち上げたアカデミック・カレンダー検討委員会

は、2009年10月ぐらいに結論を見ることになりました。

クォーター制が一番よいだろうということになったの

ですが、そのまますぐには実施できませんでした。

早稲田では、学部と大学院の 2 階建てを合わせて学

術院と呼んでいます。例えば政経ですと、政治学研究

科、経済学研究科と政治経済学部を 1 つにして政治経

済学術院と呼んでいます。また、全学の学部長のこと

を、早稲田では学術院長と呼んでいます。その学術院

長会で申し合わせをして開始を決めるのですが、ペー

スはかなりゆっくりでした。2010年 6 月の全学の学

術院長会では、ある学部が通年制で行っているので、

2011年度いっぱいまではセメスター制に完全に移行し

てからクォーター制の導入を決定することにしまし

た。2011年度が終わったところで、2012年度に正式決

定をして、2013年 4 月からクォーター制に入りました。

しかしながら、このときにもあまり乱暴に導入せずに、

学部による差異、科目による差異について考えました。

早稲田における 4 学期制の意義と活用例
では、クォーター制に入るまでにどういうことをし

たかについて少しご説明します。

制度検討中だった2009年 3 月に、私はスタンフォー

ド大学とカリフォルニア大学のアーバイン校に参りま

した。スタンフォードもUCアーバインも、どちらも

クォーター制でしたので、この 2 つの大学を集中的に

調査しました。

その調査の中で、スタンフォードで 4 名、UCアー

バインで 4 名の先生にインタビューしました。全員

が、クォーター制とセメスター制の大学を経験してい

ました。学生として、また教員として、両方を知っ

ている先生方だったのですが、そのうち 7 名の先生

がクォーター制の方がいいですよとおっしゃいまし

た。教員の立場から言うと、 4 学期になっている場

合、サマークォーターでは普通は授業をやりません。

アメリカの場合、給料が出るのは 9 月から 5 月まで

で、 6 月、 7 月、 8 月は給料が出ません。しかし、サマー

スクールで教えれば特別のお手当が出ます。出なけれ

ばよそに行って、よそで教えて、給料をもらってもい

いことになっているのです。ですから、授業のオブリ

ゲーションは 9 月から 6 月の上旬までということにな

ります。ではその間、セメスターで教えるか、クォー

ターで教えるかということになります。クォーター制

ですと、 3 つのクォーターのうち 2 クォーターを教え

れば大体 1 クォーター休めるので、夏と合わせると半

年間研究するための時間を確保できます。ですから、

秋・冬と教えるか、冬・春と教えれば、夏と秋に休め

ると言っていました。半年研究ができるのと、 9 月か

ら 5 月末まで拘束されるセメスター制とでは、研究の

ために費やすことのできる時間が違う、絶対クォー

ター制がよいというのがこの先生方の反応でした。

もう 1 つ、学生のほうから見ると、集中度の問題

があります。私がアメリカに行って最初に驚いたこと

がありました。私は早稲田で通年制で勉強してきまし

たので、年に13から14科目取っていました。今は30週

必要ですが、当時は 1 年間26週で済んでいました。し

かし、26週にわたって13種類の教科書やノートを持っ

ているわけですから、今日はこの 4 種類、きょうは

この 2 種類、翌日はこの 3 種類というふうに、鞄の

中を毎日毎日入れかえるわけであります。そして、学

年末に13種類の試験を受け、あるいはレポートを書き

ます。 1 週間に一度、90分の授業ですから、翌週にな

れば、先生も授業のことを忘れているし、私たち学生

も忘れています。私も今、セメスター制で教えていま

すが、 1 週間前のことを思い出すのはなかなか大変で、

最初の 5 分10分、下手をすれば15分ぐらい内容が重複

します。私が学生だったころも、「あの先生、最初の

15分は必ず前週の内容を繰り返しているよね」と我々

は言っておりましたが、よい先生ほどそのような傾向
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した。

では、これをクォーターにすればどうなるかと考え

ると、週 2 回として 8 週間で行い、中間試験を期末試

験に変えれば 2 単位提供できます。私の場合は政治学

ですから、積み重ねの順番はそれほど厳しくないので、

授業の最初の 8 週間をパートA、次の 8 週間をパート

Bとして、科目の順番を入れ替えて受講することも可

能です。たとえば、秋の後半、冬のクォーターの授業

を先に取った学生が翌年の秋に前半を取って、B→A

と学修しても内容はわかります。また、A→Bと取っ

てもかまいません。あるいは、先にAを取って、例え

ばオートラリアに留学して、帰ってきてからBを取る

こともできますし、さまざまな可能性があると思いま

した。セメスター制が完全に全学で開始されていれば、

授業を半分に切ってクォーターの科目にできると思い

ましたので、全学がセメスター制になることを待って

からクォーター制にいたしました。

さて、アメリカの大学でのインタビューで、もう一

つ大事なことがわかりました。スタンフォードの 1 名

の先生だけが、クォーター制に反対しました。この先

生は歴史学の先生です。彼はスタンフォード大学で学

部教育を受けて、ハーバード大学で修士・博士、大学

院を終えて、ボストン大学で教鞭をとって、スタン

フォードの母校に戻って歴史学を教えていらっしゃい

ます。ハーバードとボストンはセメスター制です。彼

は、自分の出身学部であり、今所属しているスタン

フォードのクォーター制よりも、大学院で学んだハー

バードと、最初に教鞭をとったボストンのセメスター

制のほうが良いとおっしゃったのです。私が政治学を

勉強していたアメリカの大学院では、クォーター制

10週間の授業で大体、 1 科目で毎週250ページから300

ページのリーディング・アサインメントがあって、そ

れを毎週読んでくることになっていました。週 2 回の

授業の月曜日から火曜日までに何とか読んで、泣く思

いで授業に出るわけです。歴史学の学生の場合だと、

500から700ページは読みます。我々の倍以上読んでい

ました。それだけのものを読ませて勉強させるのだか

ら「週に 4 回の授業では無理だ、週に 2 回で16週間教

えれば学生はちゃんとわかり、学生の習熟度が高くな

がありました。意図的に繰り返して学生に記憶をよみ

がえらせて授業に入っていくのです。そうすると、や

はりそこで10分ぐらいは無駄になってしまうのです。

そうしてアメリカのセメスター制の大学に行って最初

に驚いたのは、週に 2 回か 3 回、同じ授業があったこ

とです。

 3 単位の授業だったら 3 回、 2 単位の授業なら

週 2 回やっていました。そうすると、14科目ではな

くて、大体 7 科目か 6 科目でセメスターが終わりま

す。クォーターになりますと、もっと集中的になりま

す。 1 クォーターは10週間でしたので、大学院です

と、 1 学期に取る科目は、オハイオ州立大学の場合で

したら 5 単位で週 5 時間分勉強することになりますの

で、せいぜい週に 3 科目、場合によっては 2 科目でも

よいことになります。 2 時間半の授業を週 2 回行っ

て、10単位か15単位を取るということです。たとえば

統計の授業の場合は、60分授業を週に 5 回行いまし

た。毎日統計の勉強をしていたことになります。毎日

60分ずつ勉強してどんどん進んで行きますから、つい

ていくのは相当厳しいです。しかし、統計学のように

実習を含むものや、語学については、学習の速度が速

くなります。また、集中して勉強しますので、よく覚

えられるということもあると思います。 1 年間26週間

ずっと13 ～ 14種類の教材を扱いながら勉強していく

のと、 1 学期に 3 科目を毎日毎日学んでいくのとでは、

集中度が相当違うだろうと思いました。

その意味では、全学がセメスター制に変わった早

稲田では何とかいけそうな感じはしましたし、セメ

スター科目をクォーター科目にすることにもあまり

問題はないと実感しておりました。私は2004年度く

らいから政経学部でセメスターで教え始めていまし

た。それまでは、 3 年生以上を対象に、政治過程論と

いう 4 単位の授業を、週 1 回90分授業で30回、 1 年間

かけて教えていたところを、週に 2 回、月、木で教え

ました。90分を週 2 回、15週間教えますので、 1 セメ

スターで 4 単位ということになります。そして、ちょ

うど 8 週目で中間試験を行うようにしました。通年制

で16週目で中間試験があって、また16週間やって 2 セ

メスターを終える形の半分で、 1 セメスターの中に同

じ内容を 2 倍詰め込んで、 8 週間で中間試験をやりま
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や 3 年目の夏にサマースクールに行きたいと思ってい

る学生はどうすればいいか。そのような学生は、サマー

スクールに行きたい時と思っている時期以外のところ

で、クォーター科目を集中して履修して海外に出れば

よいのです。そして、サマースクールと被っている学

期には、セメスター科目を取らないようにする必要が

あります。セメスター科目を取りたいのなら、サマー

スクールと時期が被らない秋に取るか、前の年の春に

取っておくか、帰ってきてから翌年の春に取るかです。

セメスター科目があったとしても、 3 年の夏や 2 年の

夏に海外に出るためにきちんと計画をもって履修計画

を立てれば、海外に出ることができると思います。

課題は、 9 月から入ってくる海外の学生をどうする

かです。国際教養学部は非常にそのようなケースが多

いです。また現在、グローバル30、Ｇサーティーと言

われているプログラムによって、政経学部、理工学部、

社会科学部が、英語だけで学士号と修士号が取れるよ

う科目を用意しています。すると、 9 月から入った海

外の学生が 5 月か 6 月に早稲田での学習を終え、それ

から海外に行きたいと思ったとすると、問題が起きま

す。今、早稲田は 9 月15日以降に卒業ができる仕組み

になっています。 9 月15日ですと、海外の大学院にす

ぐに進学するにはもう間に合わないですね。

ですから今、 3 年と 9 カ月で学士号を出せるように

していただきたいと、文部科学省にお願いしていま

す。大学設置基準によりますと、学士号を出すために

は4年間必要ということになっていますから、 3 年と11

カ月はあり得るけれども、 3 年と 9 カ月はないですと

も言われております。下村文部科学大臣が、官僚的な

理由で国際化が進むことだけは勘弁してくれと文部科

学省のお役人におっしゃっているそうですし、私ども

もそれには賛成です。学生の目線に立って、彼らがど

う学べば本当に国際的に羽ばたけるのかということを

考えていただきたい。早稲田はそれを必死に考えてい

るわけです。 3 年と 9 カ月で卒業できればそこから海

外に出られますし、サマースクールから海外に進学す

ることには大きな強みがあります。 9 月から正規の授

業が始まる前にガイダンスを英語で受けて、サマース

クールに出て、 9 月から本格的に授業に出ることがで

きるからです。正規の授業では、毎週 1 科目300ペー

るので、スタンフォードよりハーバードの方が学生は

よく理解できる」とおっしゃいました。

その話を聞いていると、哲学とか歴史学のような

長時間かけて熟成する、大量に読む、思索する科目に

クォーター制は向いていないのかと思いました。しか

し、私が受けていた統計学や語学ならばうまくいくだ

ろうと思いました。

早稲田では、語学に関してインテンシブというも

のがあります。インテンシブの授業とは、初修、未修

外国語のことです。フランス語、ドイツ語、スペイン

語、中国語は、週に 4 回授業があります。文学部でも

政経学部でもやっています。文学部の先生も同じこと

をおっしゃっていますが、政経の先生に聞きますと、

インテンシブで授業を受けている学生は、大体 1 年半

から 2 年で相当できるようになるそうです。週に 1 回

か 2 回の授業を受けている学生と比較すると、週 4 回

の授業を受けている学生は 3 倍ぐらい伸びると言って

いました。インテンシブでスペイン語やフランス語を

受けた学生は、 2 年目が終わると、 3 年の秋にはフラン

スやスペインに留学しても現地の授業についていくこ

とができるとのことです。私がフランス語を習ってい

た時代からはとても想像できない状況です。このよう

に、語学インテンシブが効くということはわかってお

りましたので、クォーター制がうまく合うだろうとい

うことも理解できておりました。

哲学や歴史と、語学や統計学のようなものとは大分

様子が違うだろうと考えていましたので、全学で全て

の科目をクォーター制にするのはいかがなものかと考

えました。また、早稲田大学内では反対も結構あるだ

ろうと予想しておりましたので、かなり柔軟に、でき

る学部から、向いている科目からクォーター制にしま

しょうと申し上げました。

そうすると、学生はクォーター科目とセメスター科

目をまだらに取ることになるのではないか、と言われ

ました。歴史学・哲学と、語学・コンピューターの実

習とでは扱いが違うだろう、では、クォーター科目と

セメスター科目をどのように両立実現するかを考えま

した。

先ほどの早稲田型クォーター制のカレンダーをも

う一度見てみましょう。ある年、例えば 2 年目の夏
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対して、全て入門から並べる必要はありません。例え

ば英語の科目は秋からシークエンスで、日本語の科目

は 4 月からシークエンスで並べればいいと思っていま

す。教員はそのシークエンスに沿って必要なことを教

え、学生が取捨選択してついてくればいいと思ってお

ります。

今後のグローバル教育の中では、日本語未履修で

入ってくる海外からの留学生については、最初の 9 月

は英語で授業を始めつつ日本語を必修にして、 3 年生

になる頃には日本語がある程度できるようになって、

日本語で専門科目を取ってもらいたいと思っていま

す。あわせて、 4 月から入ってきた留学経験のない日

本人の学生には、 4 月から英語を一生懸命勉強しても

らって、 2 年生が終わって 3 年になる頃には、英語で

も専門科目が取れるようになってもらいたいと思って

います。すなわち、日本語で入ってきて英語の授業も

取れるようになる学生と、英語で入ってきて日本語の

授業も取れるようになる学生が、英語で学士号を取る、

日本語で学士号を取るというたすきがけの 2 つのト

ラックが入り交じることも重要だと思っています。そ

の意義は、国籍や言葉が違う学生が机を並べて勉強す

ることにあると思っています。それが可能になるのが

このクォーター制であろうと思います。海外からの受

け入れも容易になりますし、送り出しも容易になると

いうことです。これをしないと、本当のグローバル化

にはなかなか向かないだろうと考えております。

クォーター制の導入　～考え方
クォーター制の導入の考え方についてよく聞かれ

るのは、通年制とセメスター制が併存するところに

クォーター制を導入すると混乱が起きるのではないか

ということです。確かに混乱はあると思います。学生

は、うまく自分で考えて計画的に履修する必要があり

ます。各学部では、学生にとってわかりやすいよう工

夫して科目を設置していただく必要があると思ってい

ます。

早稲田大学には13学部あります。文学系、理工系と

学術院ごとにまとめても10学術院あります。10の学術

院に対して、本部からすべて強圧的に一斉にこうしな

さいと言うのは無理だと思っていまして、各学部でカ

ジ、 3 科目取れば900ページ読むことになります。歴史

学だと2100ページぐらい読むわけです。それについて

いく覚悟を決めるには夏から受けた方がよい、 9 月か

らいきなり放り込まれるのは結構厳しいと考えており

ます。そういうことも含めて、我々が考えなければい

けないことはまだまだ山のようにありますけれども、

できることからやっていきたいと考えております。

それから、留学修了者の早期の復帰のこともありま

す。これは先ほど申し上げたとおりです。 9 月から海

外に行った学生は春の後期（夏学期）には戻ってくる

ことができる、 2 月からオセアニアに入学した学生は

秋の後期（冬学期）から戻ってくることができると考

えております。

また、クォーター制の導入で教員の負担が増える

のではないかと言われていることについてですが、そ

れも工夫次第だと思っています。私は、同じ科目を

何回も教える必要はないと思っています。秋入学して

くる学生も 4 月入学の学生も両方いますが、私の考え

では、例えば統計学 1 、 2 、 3 とシークエンスでクォー

ター科目を開講する場合、 4 月からシークエンスを組

めばよく、秋入学してくる学生のために秋からまた新

たなシークエンスを組む必要はないと思っています。

私自身、オハイオ州立大に冬から入りまして、 9 月か

ら入っていない経験に基づいてそう考えています。オ

ハイオ州立大では、シークエンスで統計学 1 、 2 、 3 が

開講されていましたが、私はバージアニアですでに

統計の入門を取っていましたので、シークエンス

の 2 から始めました。「自分は 2 から取ることができ

る」と先生に言ったとき「あなたは事前履修必要科

目（prerequisite）を満たしている、よって事前履修

科目を取ったと認めてあげるから、 2 から取りなさい」

ということになりました。先生たちは、「これはあな

た方を守るために決めていることであって、自分に力

があるならば自己責任で取ってよい、落第しないと思

うなら、ついてこれるなら、 2 から取ってもよい、た

だ、あなたがついてこられない、もしくは、ついてい

けない場合を考慮してシークエンス 1 、 2 、 3 と順番を

設けて開講しているのだ」と言っていました。ですか

ら、どの科目から始めるかは自己責任でよいと考えて

います。秋から入学した学生と春から入学した学生に
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週間で 2 単位か 4 単位と考えています。ですから、あ

まり無茶なことは申し上げていないわけです。

クォーター制導入にあたっては、各箇所で――この

各箇所というのは早稲田の用語で各学部・研究科のこ

とを指していますが――、総授業時間数は増やしませ

ん。例えば数学入門とか文学入門などの科目について、

同一科目についてクォーター科目とセメスター科目の

両方を設置することはせず、どちらかの方式にしても

らいたいと考えました。両方設置すると教員の負担も

増えますし、学生も迷いますので、クォーターに向い

ている科目はクォーター科目に、セメスターに向いて

いる科目はセメスター科目ということに学部ごとに決

めていただきたいと考えています。

早稲田大学におけるクォーター科目
このようなことを具体的に考えながらクォーター制

を進めてまいりました。今はまだまだ少ないのですけ

れども、20箇所（ 7 学部、11研究科、 2 センター）で、

昨年度は465科目がクォーター制になりました。今年

度は837科目です。まだまだ少ないです。早稲田に

は 1 万 7 千科目ぐらい科目が設置されていますので、

まだまだほんの少しですけれども、努力はしていま

す。2017年度に完全にクォーター制にすると言ってい

る学部が二、三あります。たとえば、私が一番強く抵

抗するだろうと思っていた歴史学や哲学のある文学術

院の中では、文化構想学部も文学部も17年度には全て

クォーター化すると言っています。人間科学部もその

予定であると言っています。それ以外では、経済学研

究科は既に13年度から、新規に入ってきた学生には全

てクォーター科目を提供し始めていますので、徐々に

リキュラムをしっかり組んでいただく必要があるだろ

うと思っています。

学籍異動や科目の登録、成績発表を年 2 回にする、

というのがスタート地点での方式です。在学生は 3 月

末、新入生は 4 月に、コンピューター上で科目登録を

します。そのとき、春の前半のクォーター（スプリン

グ）と後半のクォーター（サマー）の両方を科目登録

します。例えば、前半や後半の履修を落としてしまっ

た場合に、秋にもう一回取り直すせることが必要だろ

うと思っています。それから、成績発表に関しては、

春の前半と春の後半、スプリングとサマーの分の成績

を先生方に 8 月の夏休みにつけていただいて、 9 月に

発表することにしています。秋学期も同じです。つま

り、 3 月末から 4 月初旬の時期と 9 月の 2 回に科目登

録（履修登録）があって、成績発表も、スプリングと

サマーの分は 9 月に発表して、オータムとウインター

の分は 3 月に発表すればよいと考えております。

また、先ほども申しましたように、クォーター化に

適さない学科目は現行どおりで構いません。 8 週間で

集中的に講義を行うことで教育効果が高まると考えら

れる学科目については順次導入してもらいたい、と全

学に申し上げました。

 1 科目を 2 科目分に分割できるならば、 4 単位科

目を 2 単位にする、 2 単位科目を 1 単位にすることも

可能です。また、週 1 回の授業が15週間で 2 単位と

なっているセメスター科目をクォーター科目にするに

は、 1 週あたりの授業時間を 2 倍にして期間を半分に

する、すなわち、週 2 回教えて 8 週間で 2 単位科目に

することも可能になります。 8 週間で 4 単位というこ

とは考えておりません。 8 週間で 2 単位か 1 単位、15
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文化の各入門編を扱いました。それらから 2 科目選択

し、日本語集中プログラムからは 1 科目とってもらっ

て、日本語の夏季集中講座で日本語を勉強してもらい

ます。欧米やアジアの大学で日本語を勉強している学

生は日本のことを知りたいでしょうし、夏休みに日本

に行って勉強したい人が多いでしょうということで、

この時期を選びました。早稲田のクォーター制とは時

期が少しずれています。 6 月 7 日ぐらいからクォー

ター制を始めるのですが、韓国と中国が、期末試験が

終わるのが 6 月20日ぐらいになるということでしたの

で、それにうまく合わせて時期を少しずらして来ても

らえるようにいたしました。

コーディネーターも入れ、学生スタッフも雇って、

TAなども雇って、面倒を見ることにしました。海外

の各大学の学生80名、早稲田の学生は20名、それも、

海外の留学から帰ってきた学生を中心に受けさせるこ

とにしていました。最終出願者数は116名で、合格し

た者が108名、事情があって急に来ることができなく

なった人もいたので、最終的に82名が参加しました。

内訳は、早稲田生が 9 名で、海外の学生が73名となり、

最初の年のサマーセッションは盛況に終わりました。

途中で軽井沢のセミナーハウスに連れていってあげる

などしつつ、早稲田にいながら、海外の学生と早稲田

の学生が机を並べて勉強できるようにしたのです。留

学すれば当然それは可能ですが、早稲田にいながらで

もできるようにしたいというのがこの試みです。

クォーター制については以上です。残りの時間で、

西澤学長先生がおっしゃっていたグローバル化教育を

どう考えるかについて、我々が考えていることの一端

をご紹介して終わりたいと思います。

海外との交流以外の 4 学期制の意義　－
Gap Termを学生が主体的に計画－

我々は、ボランティア活動をとても重視しておりま

して、毎年 9 千人が登録しています。早稲田の定員が

だいたい9,300名ぐらいですから、 9 千人というのは、

ほぼ 1 学年の人数に匹敵します。リピーターがいるた

め必ずしも全員ではありませんが、 1 学年が 4 年間の

うち 1 度は登録しているとすると、ほとんど全員が最

低 1 回はボランティア活動をしていることになりま

広がってくるだろうと考えています。

15年度の目標が大体1200科目ぐらいで、これが開講

科目全体の10％弱にあたると思います。ですから、ま

だまだゆっくりです。東京大学はかなり早いですね。

15年度に全部やるとおっしゃっていますから、その意

味では早稲田の方がスピードが遅いように思います。

しかし私どもは、先にスタンフォード大学の歴史学の

先生のお話のところでも申し上げましたように、無理

やり全ての科目をクォーターにはしない、学長の命令

でむちゃくちゃに全てクォーター化することは考えて

いないのです。それがいいのか悪いのか、我々も少し

迷っているところがありながらも、もう少しスピード

を上げたいとは考えています。

教職員に理解してもらいたいと思っているのは、誰

のためにやるのか、それは結局学生のためだというこ

とです。学生が欧米や中国やシンガポール、またはオ

セアニアの大学に行ったり来たり、帰ってきたりして、

本当に積極的にグローバルな教育を受けるためには、

このような仕組みをつくらないと無理だということで

す。どうしても無駄な期間ができてしまう、それをな

くすというのが我々の使命だと考えております。

Waseda Summer Session 2014
クォーター制を入れたことによる実りがあったこと

について具体的に示しましょうということで、昨年の

夏ぐらいに副学長から指示を受けまして、今年、2014

年 6 月にサマースクールを行いました。このサマー

セッションでは、イントロダクション・ツウ・ジャ

パニーズ・スタディズ（Introduction to Japanese 

Studies）ということで、日本の政治、ビジネス、歴史、
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の意味では、ある年に全学年が一斉に画一的にギャッ

プ・タームをとるのではなくて、早稲田の学生の個々

人の主体性によって、4年間のうちのどこでギャップ・

タームをとるかを計画してもらいたい、そのために

クォーター制は非常に効果的であると考えておりま

す。

社会貢献力：教育的社会貢献活動

ボランティア活動に関して、典型的な例をご紹介し

ます。学生たちは、東ティモールに行ったり、エチオ

ピアに行ったり、さまざまな活動をしています。日本

の国内で富士山のごみ拾いをしていたりもします。典

型的なものとしては、日本人の学生が、韓国から留学

してきた学生と一緒に、ラオスの過疎地に小学校をつ

くった例があります。ハングルを話す韓国語の学生と

日本人の学生とで英語で片言でしゃべりながら、彼ら

は夏休みにラオスに行って、秋に帰ってきて、東京で

募金活動をして、必要なお金をためて、また春休みに

ラオスに行くということを繰り返して活動してきまし

た。この活動は何年間も続いております。このような

ボランティア活動というものも、グローバル化には非

常に役に立っていると思っていますし、クォーター制

によって促進できるだろうと思っております。

ＩＣＣ（国際コミュニティセンター）
それから、外国人の学生と日本人の学生が交互に教

え合う国際コミュニティセンターがあります。例えば

フランス語と日本語とか、中国語と日本語とか、多く

は英語と日本語ですが、お互いに教え合って、さまざ

まなイベントを一緒に行っています。

す。実際には、在学中ずっと活動する学生もいれば、

全くしない学生も出てきますが、それでも、半分ぐら

いの学生はボランティアを 1 回は経験しているように

見えます。

それから、企業・自治体と提携した問題解決型教育

を促進していて、プロフェッショナル・ワークショッ

プというものをいろいろやっております。インターン

シップへの参加や、プロフェッショナル・ワークショッ

プへの参加、教職課程の実習などは、クォーター制だ

とやりやすいのです。

ボランティアに関しては、例えば東日本大震災や、

広島の土砂災害などのときに、 6 月から 2 カ月間もし

くは 8 週間、大学を休学して行きたいと思う学生が

いたとします。しかし、授業は 4 月からある、 6 月に

どこかで台風被害が起こって助けに行きたいと思っ

た学生がそのセメスターの途中でボランティア活動

に出かけてしまうと、 4 月からの単位を全て失ってし

まうわけです。しかしクォーター制ですと、 4 月か

ら 6 月 6 日までの授業には出ることができて、そこで

の単位は確保できます。サマークォーターだけ休学す

ればよいのです。これは秋のクォーターでも、冬の

クォーターでも同じ扱いになります。インターンも教

職課程の実習も 2 カ月もしくは 6 週間ですので、その

学期を丸々無駄にせずに外に出ていくことができま

す。インターンシップ、教職課程、ボランティア活

動、災害救援などを含めた活動、いわゆるプロジェク

ト・ベースト・ラーニング（Project-based Learning: 

PBL）といいますか、そのような実地教育やフィール

ドワークを伴う教育を受けるためには、クォーター制

は非常に柔軟性があり向いていると考えています。そ
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度が高くて緊張感がある」、「サマースクールやボラン

ティアに行きやすい」、「留学に行かないまでも、就職

活動で忙しいことが予想される時期は、履修科目を少

な目にし、ほかの時期に多めに履修するなど、学生の

意思で濃淡をつけられるのはよい」などです。やはり

学生の主体性を生かせるところに、クォーター制のメ

リットがあるだろうと考えております。

このような学生の声をできるだけ多くの早稲田の教

職員に伝えて、なるべく早く全学的な実現に向かいた

いと思っております。一方で、やはり、価値観の共有

が一番大事だと思っております。例えば教務担当理事

が怒鳴りまくってやれ、やれと言うより、学生がどう

思っているかを我々が知って推進していく方が効果が

あるのではないかと思っております。

グローバルエデュケーションセンター概要
昨年 4 月にグローバルエデュケーションセンターを

作りました。かつてオープン教育センターとして作っ

学生の声（体験談）
学生の声について申し上げますと、日本人の学生

からは、「クォーター制は良い制度だと思う、さらに

柔軟性を高めていただくともっと良くなるのではない

か」、「クォーターごとに成績を出してもらえればよ

い」、「今は半年に一度だが、履修計画を練り直して次

のクォーター科目が履修できるように、もっと頻繁に

微調整したい」、「全ての科目をクォーター制にすれば、

試験のタイミングが分散して、学生の負担が減る」と

いうような意見が出ています。それから、「韓国では

兵役が課されており、クォーター制ならどのタイミン

グでも復学できるので、促進してほしい」という留学

生からの意見もありまして、どのクォーターからでも

入れるようにしたいと考えています。このような要求

が出てくることは、我々にとっても勉強になると思っ

ています。

こちらは日本人の学生の意見です。「 6 月が中弛み

するので、そこで終わるのはよい、週 2 回の授業は密
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す。

早稲田大学のグローバル教育－ 4 学期制と
Global Education Center－

今、早稲田での留学件数は、送り出しが1,800名、

受け入れが4,500名、 1 年間を通じてどちらの数も日本

で一番多いです。これらをもう少し推進していきたい

と思っております。

大分長くお時間を頂戴いたしましたが、以上でござ

います。どうもありがとうございました。（拍手）

ていたものを、学部の垣根を超えて教えられる場所と

しました。この件については、時間があればお話し申

し上げたいと思います。

Tutorial English
チュートリアル・イングリッシュというものを、10

週間やっております。ここでは、ネイティブの教員、

バイリンガルの教員 1 人に、学生が4名、非常にきめ

の細かい 1 対 4 の語学の授業が行われています。現

在、 1 年間で 9 千名が履修しています。英語で発信す

ることを重点に、週 2 回行っています。 1 回目は教員

と話をして、課題を出して、 2 回目の授業までに400

ワード程度の短いレポートを英語で書いて、インター

ネットを介して提出します。教員は、次の 2 回目の授

業のときに、レポートについてコメントしながら英語

で授業をします。英語で書くのと話すのとをあわせて

の発信の授業をしています。これも、現行の10週間

を 8 週間にして、クォーター制に合わせるとよりうま

く回るのではないかと思っております。

Writing Center
ライティング・センターも設置されており、英語と

日本語の文章指導をしています。

コース・ナンバリング（Course Numbering）
の導入：2015年度～

コース・ナンバリングについては、今2015年度から

全学で導入しようと進めているところです。体系的な

授業にしていくということで、クォーター制とあわせ

て、グローバル教育のための仕組みとして考えていま
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